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1. はじめに
2017 年 12 月 12 日待望の SIAM™ Professional BoK が
発行された。およそ 450 ページからなる超大作となっ
ており、これは世界中の有識者によってボランティア
で開発され、フリーでダウンロードが可能となってい
る。

この SIAM™ Professional BoK では、2017 年 1 月 16 日
に発行された SIAM™ Foundation BoK には詳細に記載
されていなかった各 SIAM™ロードマップステージの内
容が明らかになっている。

特に多くのページを割いているのは、第２ステージの
「計画＆構築」、そして第１ステージの「ディスカバリ
＆戦略」である。その中でも、SIAM™エコシステムに
おける SIAM™ガバナンスが、最も重要な領域であると
考えられる。

2. SIAM™ガバナンス
SIAM™ガバナンスの責任は、顧客組織のリテインド能
力に含まれる SIAM™ガバナンスリードの役割と、サー
ビスインテグレータに含まれる SIAM™オペレーショナ
ルリードの役割によって成り立っている。そして、
SIAM™構造要素である「ガバナンス構造要素」におけ
るガバナンス委員会を設置して、戦略レベル、戦術レ
ベル、運営レベルにおけるガバナンスを実現する。( 図
1)

3. ガバナンスとは
ところで、SIAM™ガバナンスは COBIT®5 の GEIT
(Governance of Enterprise IT: 事業体の IT ガバナンス )
をベースに考えるとわかりやすい。ガバナンス
(Governance) は、統制 (Control) と混同されることが
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多いが、ガバナンスは統治であり、マルチプロバイダ
を戦略 / 方針に整合されるように方向づけるために必
要となる。

一方、統制とは内部統制 (Internal Control) でもわかる
ように、ある基準を策定してその基準からはみ出さな
いように、違法行為や不正、作業ミスが発生しないよ
うに基準、手続きを定めて、それに基づいて監視と是
正を行うことである。

4. なぜ SIAM™ではガバナンスが重
要なのか
SIAM™ガバナンスを正しく理解するために、COBIT®5
のガバナンス目標を参照したい。COBIT®5 のガバナン
目標は「価値創出」であり、それは具体的には「効果
の実現」「リスクの最適化」「資源の最適化」が主要な
３つの目標となっている。（図 2）

SIAM™は、マルチプロバイダ環境におけるサービスイ
ンテグレーションおよびマネジメントのための知識体
系をまとめたものである。そのため、マルチプロバイ
ダにおいてプロバイダごとの個別サイロではなく、顧
客組織の戦略 / 方針をサービスインテグレータを通じ
て、すべてのプロバイダにガバナンスを効かせること
で「効果の実現」、「リスクの最適化」、「資源の最適化」
を実現する必要がある。

5. まとめ
最後に、SIAM™と ITIL® の違いを問われることがよく
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ある。SIAM™は、マルチプロバイダ環境におけるサー
ビスインテグレーションおよびマネジメントの知識体
系であり、ITIL® はサービス品質 / 価値のマネジメント
のためのベストプラクティスである。

また、SIAM™はマルチプロバイダ環境におけるガバナ
ンスを中心に、いかに現在のようなマルチプロバイダ
環境、as-a-Service 時代にサービス消費者にフレキシ
ブルでアジャイルに価値を提供するのかをまとめた知
識体系を提供する。

したがって、主に SIAM™はガバナン領域をカバーし、
ITIL® はプロセスベースのマネジメント領域をカバーし
ていると考えることもできる。( 図 3)

今後、SIAM™モデルを採用する顧客組織が増えていく
と考えられるため、SIAM™モデルにオンボーディング
するサービスプロバイダには、ITIL®/ITSM のみならず
SIAM™の基礎知識があることが求められるだろう。そ
して、サービスインテグレータには SIAM™エコシステ
ムを構築維持するガバナンを含むケイパビリティが求
められるため、SIAM™プロフェッショナルレベルの知
識が求められるだろう。
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